
ムテルドゥ研究室
Exploring fluid solid interaction at the smallest scales

防曇・防氷表面のためのナノ構造と濡れ性設計

https://mouterde-lab.com

私たちの研究室では、固体と液体の界面における物理現象について研究を行っています。具体的には、
固体表面の微細構造や化学的特性によって如何に液体の振舞いを制御可能にするかに研究のフォーカス
を置いています。例えば、固体表面のマイクロあるいはナノスケールの構造と固液間の化学的な相互作
用を組み合わせることで、ミリメートルからナノメートルに渡る広いスケールの液滴の振る舞いを制御
可能にし、理想的な防水、防曇、防霜技術の実現に向けて研究しています。また、分子レベルの非常に
小さな流路内に閉じ込められた流体やイオンが生み出す新たな性質について実験的な研究も行っていま
す。これらの研究を通して、地球温暖化、淡水生産、脱炭素型エネルギーなど、私たちが直面している
様々な社会課題の解決につながる革新的技術の創出を目指しています。
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References: Mouterde et al. Nature Materials, 16, 2017 | Mouterde et al. Nature Communications, 10, 2019

結露防止を目的にしたナノ構造体における形状依存性を示す凝縮実験蓮の葉の超疎水性
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超撥水表面で凝縮した二つの液滴が合体す
るとともに表面から飛び跳ねる

ハイスピードカメラでジャンプする液滴のメカニズムを撮影した連続された映像 凝縮する微小な液滴を時系列で観察したESEM (Environmental Scanning Electron Microscopy)像

研究内容紹介動画
https://mouterde-lab.com/openlab

オンライン研究室紹介(オープンラボ)のリンク先URL：https://u-tokyo-ac-jp.zoom.us/j/89566656691   

3/1（火）14:00 - 16:00                                      3/9  （水）15:00 - 16:00 

3/4（金）15:00 - 16:30　17:00 - 18:00              3/11（金）11:00 - 13:00
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ナノ構造スケールの影響
構造表面における着氷

潤滑液含浸多孔質表面(LIS)の高温
液体に対する撥液性

空気層上を液滴がバウンドする様子凝縮液滴は
空気層に浸透し得る

潤滑油

バウンド時液滴下部に存在する空気層
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